
子ども甲状腺がん裁判を311

あなたは知っていますか？

とき ： 2025 年 3 月 2 日 （日） 13 ： 30 ～ 15 ： 30 （開場 13 ： 00）

ところ : 北野市民センターホール （きたのタウンビル８階）

今回はその代理人を務める西念京祐弁護士に、この裁判の経緯、意味、

原告の思いをお話していただきます。　皆様、ぜひご参加ください。

知っていますか？福島原発事故後、小児甲状腺がんと診断された子どもが

380人もいること、その多くが手術を受け、苦しい治療をしていることを。

裁判に訴えれば復興の機運を妨げるとして激しいバッシングを受けている

ことを。そしてそのうちの６人が実際に裁判を闘っていることを !

講師 : 西念京祐 弁護士

西念京祐（さいねんきょうすけ）弁護士プロフィール：梅田新道法律事務所（大阪）。1975年生まれ、石川県金沢市

出身。薬害肝炎弁護団、ノーモア・ミナマタ弁護団等の公害、薬害事件の弁護団で活動してきた。2022年4月、311子ども

甲状腺がん裁判弁護団に加入。同弁護団では主に、疫学や低線量被ばくによる健康影響等の知見を担当している。

３１１ 子ども甲状腺がん裁判 ・ 講演会

ハカルワカル広場 主催

（京王線北野駅前徒歩 1 分） 資料代 ： 500 円



　【 311 子ども甲状腺がん裁判傍聴記 】

このところ、 5 回続けてこの裁判の傍聴に通っている。 子どもが健康を奪われることは原発事故
の最大の被害ではないか？　それは若者の未来を奪うことであり、 その意味でも原発は廃止しなく
てはと思います。
　311 子ども甲状腺がん裁判は、事故当時 6 歳から 16 歳だった 6 人の原告が、周囲の激しいバッ
シングにも負けず、 甲状腺がんの原因は原発事故による被曝だとして、 その補償を被告東京電力
に求めたものである （将来的には、 甲状腺がんの患者全員が救済されることを目指している）。
通常は年 100 万人に１～２人しか発症しない小児甲状腺がんを、 事故後は３８万人の福島県の事
故当時１８歳以下の子どもたちのうち約 300 人が発症した。 そして、 このうちの多くが手術をし、
再発におびえながら、 苦しい治療を続けている。
　それなのに、 事故を起こした東京電力は、 この病気が増えた原因は事故による被曝ではなく、
過剰診断だという。 　
　裁判の傍聴に通う理由の一つは、 裁判後の報告会が、 原告と同世代の若者により運営され、 代
理人の弁護士たちの熱意が尋常ではなく、 そして原告の若者を心から支援したいとの支援者の雰
囲気に励まされるからだ。 バッシングに負けず声をあげた若い原告たち。 自分も若者の勇気に励
まされ、 その元凶の原発を止めなくてはと強く思う。 ( 西田照子 )　

傍聴に行きましょう！そして若者の声に耳を傾け、 ともに声をあげましょう！

第 13 回裁判期日は 3 月 5 日 14：00 ～　東京地裁にて （傍聴券抽選は 13：10 までに）

　【ハカルワカル広場の原告支援カンパにご協力ください！】

　この裁判は長期化が予想されます。 そこでハカルワカル広場では少しでも原告の生活を支援しよ

うとカンパを集めています。 ご協力をよろしくお願いいたします！
　＊銀行名 ： みずほ銀行八王子支店　＊口座番号 ： 3160609　
　＊口座名 ： 八王子市民放射能測定室 311 子ども甲状腺がん裁判原告支援金　

【原告の陳述より】　( この裁判ではプライバシーを守るため、 原告の名前を伏せています ）

　「私は小学校に入る前に原発事故に遭い、 以来 11 年間、 小さなアパートで避難生活を続けて
います。 そして 13 歳でがんになり、 17 歳で２度目の手術を受けました。 原発事故の時も、 検
査のことも、 まだ小さかったので、 何が起きているかよく分からず、 覚えていることはほとんど

ありません。 自分の考え方や性格、 将来の夢も、 まだはっきりしないうちに、 全てが変わってし
まいました。（略）私は将来が不安です。 とくに、金銭面での不安が一番大きいです。 18 歳になっ
て医療保険にも加入できなかった場合、 これからの医療費はどうなるのか。 病気が悪化した時の
生活はどうすればいいのか。 本当に不安です。」

（注意 ： この裁判そのものへの支援については、

３１１甲状腺がん子ども支援ネットワークのホームページをご覧ください）

https://www.311support.net/

ハカルワカル広場は 「311 甲状腺がん子ども支援ネットワーク」 の賛同団体です。


